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甲
骨
學
の
新
展
開

　

現
代
の
支
那
に
於
い
て
正
統
歴
史
學
界
０
寵
児
と
し
て
、
最
も

多
ぺ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
史
學
者
を
そ
の
専
門
家
と
し
て
吸
牧
し

て
ゐ
る
分
科
は
今
茲
に
辿
べ
ん
と
す
る
甲
骨
學
で
あ
る
。
甲
骨
學

は
新
資
料
登
現
０
結
果
二
十
世
紀
初
頭
に
初
め
て
弧
々
の
脈
を
揚

げ
た
新
興
の
學
問
で
あ
っ
て
、
其
の
鮎
に
於
て
民
國
革
命
後
世
に

出
た
前
清
内
閣
所
蔵
０
明
清
槽
案
の
研
究
と
相
似
の
蓮
命
に
あ

る
。
民
國
十
七
年
國
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
成
立
し

た
時
、
そ
の
ｍ
史
組
０
事
業
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
明
清
槽
案
整

理
と
河
南
省
安
陽
偏
附
近
の
殷
墟
登
掘
の
二
工
作
で
あ
っ
た
。
王

國
維
の
没
後
、
羅
振
玉
も
學
界
に
遠
ざ
か
り
、
梢
沈
滞
の
気
味
に

あ
っ
た
甲
骨
學
界
は
、
民
國
十
七
年
秋
に
開
始
さ
れ
た
殷
墟
の
科

華
的
脅
掘
貨
於
こ

小

川

茂

　
　

樹

大
な
刺
戟
を
受
け
て
。
異
常
０
活
気
を
呈
し
、
幾
多
の
新
研
究
の

輩
出
に
よ
り
急
速
な
進
歩
の
途
上
に
あ
る
。

　

此
の
甲
骨
學
０
流
行
に
件
ひ
甲
骨
學
史
及
び
甲
骨
學
文
献
目
録

の
類
は
支
那
に
於
て
は
夥
し
く
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
學
史
０
類
で

は
、
狽
自
の
甲
骨
文
字
０
新
解
稼
を
包
含
し
甲
骨
學
通
論
の
如
き

観
あ
り
、
純
悴
に
學
史
。
の
形
態
を
取
ら
な
い
が
、
古
く
は
容
庚
の

「
甲
骨
文
字
之
我
見
及
其
考
憚
」
〔
國
學
季
刊
一
ノ
四
、
（
民
國
十
二

年
）
〕
も
之
に
属
し
、
後
に
甲
骨
學
目
録
を
附
す
る
。
王
國
維
の

「
最
近
二
三
十
年
中
中
國
新
殺
見
之
學
問
」
〔
民
國
十
四
年
清
華
大

學
講
演
、
學
衡
第
四
十
五
期
（
民
國
十
五
年
）
及
泰
聚
賢
眉
神
棚

考
古
小
史
（
民
國
二
十
二
年
）
所
収
〕
中
の
盈
墟
甲
骨
文
字
の
項

も
斯
學
の
｀
建
設
者
石
自
佳
と
七
て
貴
重
す
べ
老
恚
忿

-

珊

｜

ｆ

●



工卯

鰍
暮
鐘
の
類
で
は
、
先
づ
容
脚
の
「
金
石
書
録
目
」
零
七
〔
民
國
一

十
九
年
初
版
、
民
國
二
十
三
年
補
訂
再
版
〕
は
軍
行
本
を
主
と
し

て
集
め
、
陳
準
の
「
殷
契
書
目
録
」
〔
圖
書
館
學
季
刊
六
ノ
ー
、
及

瓶
風
雑
誌
一
ノ
七
〕
董
作
賓
の
「
甲
骨
文
論
著
目
録
」
〔
北
平
岡
１
　

館
讃
書
月
刊
ニ
ノ
七
（
民
國
二
十
二
年
）
〕
李
星
可
「
甲
骨
學
目
録

並
序
」
〔
中
法
大
學
月
刊
四
ノ
四
。
（
民
國
二
十
三
年
）
〕
は
諸
雑
誌

掲
載
論
文
に
も
及
ぼ
し
、
更
に
陳
振
東
０
「
殷
契
書
録
」
（
民
國
十

九
年
）
に
よ
っ
て
着
手
せ
ち
れ
た
解
題
提
要
の
試
み
は
ご

郡
子
風
氏
「
甲
骨
書
録
解
題
」
（
民
國
二
十
四
年
）
に
よ
り
膨
大
な

る
一
部
の
書
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。
｀
分
類
目
録
に
し
て
、
多
少
Ｏ

學
史
的
用
意
あ
り
、
倚
簡
単
な
解
題
を
附
す
る
競
明
『
三
十
五
年

来
的
甲
骨
學
』
〔
考
古
、
三
（
民
國
二
十
四
年
）
〕
も
便
利
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
梢
古
い
が
董
作
賓
「
甲
骨
年
表
」
〔
中
央
研
究
院
集
刊

ニ
ノ
ニ
（
民
國
十
九
年
）
〕
は
甲
骨
を
主
と
す
る
殷
墟
遺
物
０
我
見

登
堀
経
過
及
び
研
究
書
出
版
を
年
表
に
し
て
示
し
た
も
ｏ
で
、
甲

骨
學
の
登
展
の
跡
を
大
観
し
得
る
好
著
で
あ
る
。

　

斯
の
如
く
彼
の
地
に
於
て
隆
盛
を
極
め
る
此
の
學
問
に
對
し

て
・
、
１
　
て
甲
骨
學
は
勃
興
期
に
於
て
林
泰
輔
博
士
の
如
き
永
久
に

甲
骨
學
開
拓
者
０
一
人
と
し
て
記
憶
せ
ら
る
べ
き
先
発
を
出
し
、

叉
王
國
維
の
劃
期
的
な
殷
先
王
先
公
考
等
の
述
作
を
逸
早
く
紹
介

し
、
そ
の
研
究
に
暗
示
と
鼓
舞
と
を
惜
ま
れ
な
か
つ
吻
再
蕎
湯
鴎

博
±
０
如
き
碩
學
を
出
し
た
我
學
界
が
、
近
来
種
々
の
理
由
か
ら

全
く
雲
畑
過
眼
辰
、
或
服
白
誕
硯
し
去
つ
て
ゐ
る
の
は
遺
憾
極
ｉ

無
い
。
僅
に
石
濫
純
太
郎
氏
の
「
殷
墟
學
文
献
小
志
」
〔
龍
谷
史

攘
五
十
四
（
昭
和
九
年
）
〕
、
同
補
〔
同
十
八
、
昭
和
十
一
年
〕
が
あ

る
の
み
。
近
頃
、
長
瀬
誠
氏
の
殷
虚
ト
辞
の
書
が
出
た
が
、
中
央

研
究
院
殷
墟
駿
掘
以
来
の
斯
學
０
最
近
の
動
向
‐
に
對
し
て
飴
り
考

慮
が
彿
は
れ
て
ゐ
な
い
。
さ
れ
ば
支
那
の
甲
骨
學
０
一
般
に
つ
い

て
０
概
観
、
或
は
文
献
目
録
は
上
掲
の
中
日
諸
書
・
に
譲
り
、
茲
に

は
主
と
し
て
民
國
十
七
年
以
後
、
特
に
董
作
賓
氏
を
主
導
者
と
す

る
０
甲
骨
學
の
新
展
開
に
就
て
紹
介
を
試
み
、
我
學
界
に
閑
却
さ

れ
て
ゐ
る
斯
學
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。

　

河
南
省
安
陽
謳
附
近
の
殷
墟
か
ら
出
土
す
る
縮
甲
獣
骨
が
始
＆

て
學
１
　
０
注
意
を
惹
い
た
の
は
、
光
緒
二
十
四
五
年
の
交
（
一
八

九
八
－
一
八
九
九
）
清
末
の
山
東
０
金
石
學
者
王
魅
柴
が
商
買
Ｏ

資
し
た
甲
骨
上
に
文
字
の
刻
せ
ら
れ
る
を
認
め
、
之
を
賞
蔵
し
た

　
　
　

①

に
始
る
。
甲
骨
０
最
初
の
牧
蔵
者
た
る
０
光
柴
は
同
時
０
著
名
な

金
石
家
端
方
に
輿
へ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
云
ふ
脆
も
あ
る

如
此
事

賞
の
有
無
は
暫
ら
ぐ
措
く
も
、
蒐
聚
の
甲
骨
が
後
の
斯
學
研
究
の

中
心
對
象
と
な
'
＾
-
＾
、
斯
學
勃
興
０
機
線
を
な
し
た
鮎
眼
於
て
、
王

降一
-



　
　
　

氏
の
登
見
の
方
が
特
記
せ
ら
る
ぺ
き
は
言
を
侯
だ
な
い
。
王
誌
柴

ｍ

　
　

は
間
も
鉦
く
義
和
拳
匪
の
乱
に
殉
じ
、
そ
の
所
蔵
甲
骨
は
雄
げ
て

　
　
　

丹
徒
の
劉
鸚
に
婦
し
、
劉
氏
は
更
に
牧
蒐
を
績
け
、
光
緒
一
一
十
九

　
　
　

年
（
一
九
〇
三
）
そ
の
甲
骨
上
に
刻
せ
ら
れ
た
文
字
の
拓
本
を
撰
揮

　
　
　

影
印
鍼
雲
蔵
亀
六
巻
を
出
版
し
た
。
之
が
甲
骨
の
廣
く
學
界
に
紹

　
　
　

介
さ
れ
た
権
輿
で
あ
る
。
次
で
翌
光
緒
三
十
年
、
常
時
の
経
學
の

　
　
　

寄
宿
瑞
安
の
孫
話
譲
が
専
ら
劉
書
を
資
料
と
し
て
、
此
等
の
駒
甲

　
　
　

獣
骨
上
に
刻
せ
ら
れ
た
文
字
を
解
讃
し
て
、
そ
の
文
章
が
、
古
代

　
　
　

の
祭
祀
游
識
軍
旅
な
ど
を
ト
つ
た
ト
餅
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
契

　
　
　

文
學
例
二
巻
の
稿
本
に
研
究
を
示
し
た
。
専
ら
殷
墟
出
±
０
甲
骨

　
　
　

上
の
刻
文
を
資
料
と
し
、
先
づ
之
を
解
讃
し
、
更
に
諸
方
面
か
ら

　
　
　

研
究
を
加
へ
ん
と
す
る
甲
骨
學
の
礎
石
は
茲
に
置
か
れ
た
。

　
　
　
　

清
朝
に
於
け
る
小
學
０
一
傅
統
を
受
け
、
叉
特
に
清
朝
中
期
以

　
　
　

後
よ
り
青
銅
器
銘
文
た
る
金
文
を
研
究
し
て
、
着
々
と
業
績
を
牧

　
　
　

め
、
陛
に
災
大
激
の
脱
文
古
瘤
補
に
よ
り
相
常
完
備
し
た
先
秦
文

　
　
　

字
の
僻
典
を
有
し
て
ゐ
る
處
の
清
末
０
金
石
學
者
が
、
金
文
に
連

　
　
　

絡
類
似
０
乏
し
く
な
い
甲
骨
文
字
に
接
す
る
や
、
驚
喜
し
て
一
途

　
　
　

に
そ
の
・
文
字
の
解
蹟
に
専
心
し
た
の
は
営
然
で
あ
る
。
そ
の
間
に

　
　
　

あ
っ
て
羅
振
玉
氏
の
如
＊
)
人
を
し
て
殷
墟
遺
跡
を
確
か
む
る
の
み

　
　
　

な
ら
歩
、
民
國
四
年
身
親
し
く
賓
地
を
踏
ん
で
採
牧
を
行
ひ
、
甲
骨

の
み
な
ら
す
、
そ
の
件
出
物
に
も
注
意
を
彿
っ
て
、
銅
器
玉
器
石

器
彫
骨
の
如
き
殷
墟
出
±
０
遺
物
を

皿

め
、
゛
民
國
五
年
殷
墟
古
器

物
圖
録
を
出
版
し
た
。
之
は
恂
考
古
學
的
の
蔽
密
な
遺
跡
調
査
、

或
登
掘
と
は
云
ひ
難
い
が
、
兎
に
角
営
時
に
あ
っ
て
は
非
凡
０
着

眼
で
あ
り
、
後
の
中
央
研
究
院
に
よ
る
科
學
的
登
掘
の
先
駆
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

然
し
一
般
に
文
字
を
愛
好
す
る
支
那
人
の
嗜
好
趣
味
及
び
上
述

清
末
の
小
學
金
石
の
傅
統
と
相
待
ち
、
多
く
の
學
者
は
殷
墟
遺
跡

の
調
査
或
は
遺
物
一
般
に
は
殆
ど
無
関
心
で
あ
り
、
又
甲
骨
の
研

究
に
於
て
も
、
甲
骨
変
物
よ
り
は
ひ
た
す
ら
甲
骨
上
０
文
字
の
み

に
注
意
を
向
け
、
羅
氏
の
「
殷
虚
書
契
１
　
華
」
（
民
國
三
年
）
が
特
別

に
甲
骨
を
寫
翼
印
刷
に
附
し
た
以
外
は
、
前
の
「
微
雲
蔵
佃
」
を

始
め
羅
氏
の
「
殷
虚
書
契
前
編
」
八
巻
（
民
國
元
年
）
「
鍼
雲
蔵
焔
之

診
」
（
民
國
四
年
）
「
殷
虚
書
契
後
編
」
二
倦
（
民
國
五
年
）
姫
佛

陀
氏
０
「
哉
壽
堂
所
蔵
殷
虚
文
字
」
（
民
國
七
年
）
林
泰
輔
博
士

の
「
飽
甲
獣
骨
文
字
」
二
巻
（
大
正
六
年
）
葉
玉
森
の
「
微
雲
蔵

鞄
拾
遺
」
（
民
國
十
四
年
）
王
襄
の
「
竃
室
殷
契
徴
文
」
二
巻
（
同
）

の
如
き
は
悉
く
拓
本
を
影
印
せ
る
も
の
、
明
義
士
の
Ｍ
ｅ
ｎ
ｚ
i
e
ｓ

の
「
殷
虚
卜
辞
」
ｏ
ｅ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
　
　
Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
W
a
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｙ
ｉ
ｎ

（
民
國
五
年
）
の
模
寫
影
印
せ
る
も
の
、
以
上
の
主
と
し
て
文
字
の

70-
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拓
本
を
資
料
と
し
て
甲
骨
文
字
解
讃
に
腐
心
し
た
。

　

孫
氏
に
。
端
を
我
し
た
甲
骨
文
字
考
課
の
學
は
、
宣
統
二
年
林
巻

輔
博
士
の
「
河
南
省
湯
陰
餌
我
見
の
麹
甲
牛
骨
に
就
き
て
」
（
史
學

雑
誌
二
十
ノ
八
、
九
、
十
）
の
作
に
刺
戦
さ
れ
た
羅
氏
が
「
殷
商
貞
ト

文
字
放
」
一
巻
を
著
し
、
之
を
更
に
我
展
し
て
民
國
三
年
「
殷
虚

書
契
考
課
」
の
書
を
成
し
た
。
羅
氏
の
書
契
考
課
の
書
は
書
契
前

後
編
、
普
華
及
び
鍼
雲
蔵
麹
に
見
え
た
卜
斟
に
つ
き
解
蹟
し
得
た

處
を
綜
合
的
に
逍
べ
た
も
の
で
あ
り
、
孫
肋
譲
に
よ
り
始
め
ら
れ

た
甲
骨
解
讃
の
學
は
一
廓
完
成
し
た
と
云
ふ
べ
く
、
以
後
の
甲
骨

學
は
總
て
此
の
一
著
を
出
我
鮎
と
し
て
ゐ
る
。

　

王
國
維
０
論
考
「
殷
卜
僻
中
所
見
先
公
先
王
考
」
「
同
綾
」
「
殷

周
制
度
論
」
（
民
國
六
年
）
「
哉
壽
堂
所
蔵
殷
虚
文
字
考
課
」
（
民
國
八

年
）
が
此
の
書
の
考
史
の
部
分
た
る
都
邑
帝
王
人
名
地
名
諸
篇
に

對
す
る
補
訂
で
あ
り
、
商
承
祚
の
殷
虚
文
字
類
編
（
民
國
十
二
年
）

が
そ
０
文
字
篇
を
茂
文
の
順
序
に
配
列
せ
る
如
き
、
そ
の
他
の
１
　

氏
の
門
以
外
の
著
述
著
作
葉
玉
森
の
諸
論
文
「
殷
契
鈎
沈
」
（
民
國

十
二
年
）
「
茂
契
≒
璽
契
枝
譚
」
（
民
國
十
三
年
）
を
始
め
爾
飴
の
書

何
れ
も
見
方
何
等
か
の
連
絡
を
有
す
る
。
羅
王
二
氏
等
の
論
文
中

考
史
に
開
す
る
部
分
は
後
に
改
め
て
論
及
す
る
が
、
一
先
づ
形
式

を
備
え
た
甲
骨
文
字
考
課
の
學
は
飴
り
進
歩
せ
す
。
羅
氏
が
民
國

十
年
考
渾
の
補
訂
版
を
出
し
た
時
に
も
、
多
少
の
補
正
と
僅
に
引

例
の
類
を
梢
豊
富
に
な
っ
た
外
そ
０
大
綱
は
愛
ら
す
、
原
著
の
引

用
書
の
葉
数
を
削
去
し
た
事
な
ど
に
よ
り
改
悪
と
評
せ
ら
れ
た
事

に
よ
っ
て
も
知
ら
る
ｘ
如
く
、
民
國
十
年
代
の
學
界
は
梢
沈
滞
の

状
態
に
あ
っ
た
。
之
は
拓
本
を
通
じ
て
文
字
の
研
究
の
み
に
終
止

す
る
研
究
法
の
固
定
の
将
来
し
た
訣
陥
で
あ
っ
た
が
、
民
國
十
七

年
以
来
中
央
研
究
院
の
殆
ど
毎
年
機
績
し
て
行
っ
た
殷
墟
０
科
學

的
発
掘
の
直
接
間
接
の
影
響
に
よ
り
大
革
新
が
輿
へ
ら
れ
た
。

　

殷
墟
発
掘
の
結
果
に
就
て
は
、
肯
１
　
班
の
詳
細
な
報
告
が
未
発

表
で
あ
る
、
第
七
同
迄
の
結
果
は
簡
眼
な
が
ら
四
冊
の
報
１
　
に
よ

っ
て
公
表
さ
れ
た
が
、
殊
に
第
八
同
以
後
、
従
前
の
発
掘
地
小
屯

か
ら
少
し
距
っ
た
侯
家
庄
附
近
の
恐
ら
く
殷
代
０
王
墓
と
推
定
せ

ら
れ
る
巨
大
な
る
墳
墓
０
発
掘
の
結
果
は
、
今
迄
未
知
の
豊
富
な

る
副
葬
品
の
震
見
と
な
っ
た
が
、
之
に
就
て
は
傅
欄
す
る
の
・
み
、

未
だ
公
報
に
接
し
得
な
い
。
さ
れ
ば
安
陽
甕
掘
の
全
貌
は
未
だ
一

般
に
は
窺
知
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
考
古
學
上
の
業
蹟
の
評
價
は
将
来

に
待
っ
ぺ
き
で
あ
る
が
、
最
初
よ
り
殷
墟
発
掘
の
目
標
が
叩
骨
に

　

民
國
十
七
年
秋
の
第
一
同
殺
掘
の
結
果
獲
ら
れ
た
甲
骨
資
料
は

董
作
賓
氏
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
翌
年
「
安
陽
登
掘
報
告
第
一
期
」
に
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「
新
獲
ト
餅
寫
本
」
と
し
て
模
本
が
公
に
さ
れ
た
。
殷
虚
出
土
の
取

ヵ

　

甲
及
び
獣
骨
１
主
と
し
て
牛
の
肩
脛
骨
ｊ
は
一
個
０
完
全
な
形
で

　
　
　

出
土
し
た
も
の
は
な
く
、
悉
く
大
小
の
断
片
、
破
片
と
し
て
で
あ

　
　
　

る
。
然
し
本
来
は
飽
甲
な
ら
ば
飽
り
完
全
な
腹
甲
、
或
は
背
甲
、

　
　

骨
な
ら
ば
肩
脛
骨
が
共
の
優
に
ト
の
用
に
供
せ
ら
れ
、
裏
面
に
多

　
　
　

数
の
穴
を
穿
ち
、
そ
こ
に
火
を
営
て
焦
灼
し
、
表
面
に
生
す
る
裂

　
　
　

目
に
よ
り
事
の
吉
凶
を
卜
し
、
そ
０
問
ふ
た
事
柄
を
表
面
に
刻
し

　
　
　

た
文
が
甲
骨
文
で
あ
る
。
そ
の
各
の
ト
僻
は
極
め
て
短
文
で
あ
る

　
　
　

が
、
一
甲
版
一
骨
版
上
に
其
短
文
の
ト
誹
か
多
数
縦
横
に
刻
せ
ら

　
　
　

れ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、
殷
墟
出
土
の
甲
骨
断
片
は
極
め
て
不
完
全

　
　
　

な
資
料
で
あ
っ
て
、
之
を
何
等
か
０
方
法
で
接
合
復
原
す
る
必
要

　
　
　

が
あ
る
。
卜
僻
の
内
容
の
研
究
に
於
て
も
翠
に
断
片
に
現
れ
た
個

　
　
　

々
の
短
文
の
解
讃
よ
り
、
更
に
進
ん
で
は
完
全
な
甲
骨
の
大
版
に

　
　
　

あ
る
多
数
の
ト
耐
を
綜
合
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

既
に
王
國
維
を
始
め
甲
骨
學
壽
達
は
時
々
断
片
の
接
合
を
試
み

　
　
　

て
は
居
た
が
、
董
作
賓
氏
は
殷
墟
殺
掘
の
甲
骨
貢
物
を
手
尽
し
之

　
　
　

を
整
理
す
る
に
富
っ
で
、
如
上
の
必
要
を
痛
感
し
た
ら
し
い
。
さ

　
　
　

れ
ぽ
此
の
甲
骨
接
合
復
原
を
系
統
的
に
行
は
ん
と
し
、
先
づ
現
在

　
　
　

の
生
飽
の
形
状
を
調
べ
、
之
と
比
較
し
て
殷
墟
の
焔
甲
断
片
が
駒

　
　
　

甲
の
如
何
な
る
部
位
に
相
営
す
る
か
を
知
り
、
か
く
し
て
部
位
決

定
さ
れ
た
断
片
を
綜
合
し
て
、
館
甲
に
ト
焦
の
施
さ
る
ｔ
方
法
を

知
ら
ん
と
し
た
０
が
「
商
代
館
ト
之
推
測
」
〔
報
告
第
一
期
所
牧
〕

で
あ
っ
た
。

　

幸
に
し
て
殷
墟
第
三
同
の
貧
掘
に
於
て
、
大
連
抗
と
裕
す
る
鮎

に
於
て
古
代
の
宮
と
畳
し
き
深
部
よ
り
、
浦
面
に
卜
僻
を
有
す
る

館
甲
の
殆
ん
ど
完
全
な
版
部
ち
大
版
が
四
枚
相
重
っ
て
酸
見
せ
ら

れ
た
。
董
氏
は
こ
の
大
焔
四
版
の
寫
員
に
考
禅
を
附
し
、
「
大
亀
四

版
考
禅
」
と
し
、
中
國
動
物
學
界
の
樅
威
た
る
秉
志
に
属
し
て
現

在
の
附
近
産
出
の
亀
殼
を
調
査
し
た
「
河
南
安
陽
之
亀
殺
」
と
共

に
「
安
陽
貧
掘
報
告
第
三
期
」
（
民
國
二
十
年
）
に
貧
表
し
た
。

　

大
亀
四
版
の
貧
見
か
甲
骨
學
界
に
も
た
ら
し
た
財
物
の
第
一
は

上
述
の
甲
骨
系
統
的
接
合
の
要
求
に
對
し
て
原
物
に
よ
り
準
則
を

提
供
す
る
事
に
あ
る
は
云
ふ
を
待
た
な
い
。

　

次
に
大
砲
四
版
の
各
ト
餅
は
日
の
干
支
の
み
な
ら
歩
多
く
は
月

を
も
記
し
て
ゐ
る
。
之
は
古
代
の
暦
法
の
貴
重
な
資
料
を
供
給
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
の
干
支
及
び
月
次
よ
り
置
閏
法
が
問

題
と
な
り
、
所
謂
「
殷
暦
」
を
廻
っ
た
論
争
が
展
開
さ
れ
る
に
至

っ
た
事
、
本
誌
第
一
巻
四
琥
大
島
學
士
の
紹
介
に
詳
し
い
か
ら
今

ば
贅
脆
を
避
け
る
。
然
も
卜
辞
の
一
大
版
に
錯
雑
し
て
刻
せ
ら
れ

た
各
卜
斟
短
文
に
於
け
る
日
月
の
記
載
は
、
こ
の
各
ト
餅
の
順
序
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を
辿
る
を
得
し
め
た
。
焦
灼
は
常
に
大
版
０
　
裏
面
に
左
右
に
對
照

　
　
　

的
に
施
せ
ら
れ
、
卜
餅
之
に
伴
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
卜
餅
も
左
右

　
　
　

對
１
　
て
同
事
を
ト
す
る
所
謂
左
右
對
卜
例
が
あ
る
。
共
他
今
迄
断

　
　
　

片
的
資
料
に
よ
り
、
左
行
右
行
定
り
な
い
各
ト
餅
短
文
相
互
の
順

　
　
　

序
配
例
に
法
則
を
見
出
さ
ん
と
し
た
胡
光
錆
０
「
甲
骨
文
例
」
（
民

　
　
　

國
十
七
年
）
の
如
き
暗
中
模
索
に
對
し
て
、
根
本
的
な
指
針
を
具
へ

　
　
　

た
。
之
に
よ
り
卜
僻
の
各
個
の
短
文
０
連
絡
、
禎
後
の
順
序
の
法

　
　
　

則
を
知
り
、
甲
骨
断
片
ｏ
部
位
判
定
。
或
は
接
合
を
容
１
　
に
し
、

　
　
　

ト
餅
解
読
に
輿
ふ
る
便
盆
は
多
大
で
あ
る
。
更
に
之
等
に
も
堵
し

　
　
　

て
大
な
る
波
紋
を
投
じ
た
の
は
、
大
砲
四
版
の
考
程
に
於
て
董
氏

　
　
　

０
提
出
し
た
貞
人
庶
で
あ
り
、
次
で
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」
〔
慶

　
　
　

靫
蔡
元
培
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
（
民
國
二
十
二
年
）
〕
は
此
ｏ
考

　
　
　

を
一
管
摘
大
駿
展
せ
し
め
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　

董
作
賓
氏
の
甲
骨
學
に
於
け
る
革
命
的
な
研
究
を
紹
介
す
る
に

　
　
　

先
ち
甲
骨
文
０
年
代
に
闘
し
た
支
那
學
者
の
奮
脆
を
一
顧
し
な
け

　
　
　

れ
ぼ
な
ら
な
い
。
始
め
劉
詞
が
鍼
雲
践
砲
を
出
版
し
た
時
、
彼
は

　
　
　

商
買
の
言
に
よ
っ
て
、
甲
骨
が
河
南
湯
陰
鋸
の
隔
里
城
な
り
と
序

　
　
　

文
に
記
し
た
。
劉
氏
は
軍
に
ト
餅
に
見
え
る
阻
乙
１
　
辛
等
の
人
名

だ

　
　

に
よ
り
、
之
を
殷
代
の
遺
物
と
定
め
た
が
、
孫
肋
譲
は
此
出
土
地

ｊ

　
　

を
顧
慮
し
た
鴛
で
も
あ
ら
う
が
ゝ
甲
骨
文
字
を
雨
周
金
文
に
比
す

れ
ぽ
形
１
　
字
少
く
象
形
字
多
き
猫
よ
川
、
字
１
　
上
周
金
文
よ
り
古

き
文
字
で
あ
び
、
恐
ら
く
商
代
の
文
字
な
ら
ん
と
信
じ
つ
き

要
す
る
に
商
周
間
の
文
字
な
り
ど
の
留
保
．
を
附
せ
ざ
る
を
得
な
か

つ
‰
同
様
に
し
て
卜
僻
に
見
え
る
祭
祀
を
受
く
る
咀
乙
・
阻
辛
．

阻
丁
等
の
十
干
を
以
つ
て
名
と
せ
る
人
名
に
就
て
も
、
直
ち
に
史

記
殷
本
紀
等
の
殷
の
帝
王
と
Ｉ
致
せ
し
む
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
の

　

甲
骨
の
出
土
地
が
河
南
省
安
陽
餌
附
近
の
小
屯
な
る
こ
と
を
知

っ
た
羅
振
玉
氏
は
、
「
商
貞
ト
文
字
考
」
及
「
殷
虚
書
契
考
憚
」
に
於

て
此
地
が
殷
代
末
期
武
乙
、
文
丁
、
帝
乙
三
代
の
帝
王
の
’
都
で
あ

る
と
の
誕
を
提
唱
し
、
「
考
潭
」
に
於
て
は
卜
僻
に
現
れ
来
る
大

乙
、
卜
丙
以
下
の
人
名
を
史
記
股
本
紀
の
殷
王
名
と
Ｉ
致
せ
し

め
、
甲
骨
が
殷
代
０
王
者
の
祭
祀
を
卜
し
た
殷
代
の
遺
物
た
る
事

を
確
め
た
。

　

王
國
維
は
羅
氏
の
此
の
考
説
か
ら
出
登
し
た
が
、
古
本
竹
書
紀

年
の
脆
に
よ
り
殷
墟
は
盤
庚
以
来
殷
の
滅
亡
に
至
る
迄
十
一
王
Ｏ

帝
都
な
り
と
考
へ
た
。
叉
そ
の
著
先
王
先
公
考
及
同
績
、
後
に
之

を
纒
め
た
「
古
史
新
鐙
」
（
民
國
十
六
年
）
に
於
て
、
博
く
瞭
を
取

っ
て
、
大
乙
以
前
、
蕎
・
土
・
王
季
・
王
亥
・
王
恒
・
上
甲
等
の

殷
王
の
上
世
及
列
王
を
求
め
、
史
記
に
見
え
る
商
一
代
の
帝
王
三
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十
帝
中
二
十
二
帝
迄
を
ト
１
　
の
祭
祀
記
事
中
に
見
出
し
、
か
く
し

Ｉ

　
　

て
殷
虚
の
甲
骨
が
殷
の
先
王
の
祭
祀
を
ト
し
た
王
室
０
卜
官
の
琉

　
　
　

し
た
遺
物
な
る
こ
と
を
略
明
瞭
に
し
た
。
王
氏
の
此
等
０
論
放
は

　
　
　

着
眼
の
巧
妙
立
論
の
該
博
を
極
め
、
甲
骨
學
に
於
け
る
不
滅
の
文

　
　
　

畝
で
あ
る
。

　
　
　
　

董
氏
は
之
に
よ
り
甲
骨
は
凡
そ
殷
中
期
以
後
十
一
王
の
間
の
遺

　
　
　

物
な
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
間
に
時
代
の
経
過
に
伴
っ
て
甲
骨
文
に

　
　
　

も
宇
膿
そ
０
他
相
富
の
仰
化
の
有
る
べ
き
を
思
ひ
、
已
に
「
新
獲

　
　
　

ト
誹
寫
本
後
記
」
に
於
て
も
、
二
三
の
文
字
に
就
て
著
し
き
受
遷

　
　
　

を
跡
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
甲
骨
の
時
代
を
何
等
か
の
方
法
貳

　
　
　

於
て
分
別
せ
ん
こ
と
、
叉
理
論
的
な
董
氏
の
抱
い
た
願
望
で
あ
っ

　
　
　

た
。
王
國
維
は
先
公
先
王
考
に
於
て
、
先
王
桐
謂
法
を
論
じ
て
、

　
　
　

一
１
　
中
に
「
父
甲
父
庚
父
辛
」
を
祭
る
を
ト
し
た
文
は
、
陽
甲
・

　
　
　

盤
庚
・
小
辛
三
代
相
次
い
で
兄
弟
植
い
だ
後
に
小
乙
の
子
と
し
て

　
　
　

相
続
し
た
武
丁
の
時
代
の
卜
俗
な
る
べ
き
を
論
じ
た
。
王
國
維
は

　
　
　

此
の
被
祭
先
王
の
桐
謂
に
よ
る
甲
骨
の
年
代
確
定
の
道
を
暗
示
し

　
　
　

っ
Ｘ
、
自
ら
は
一
般
に
施
用
し
な
か
っ
た
が
、
董
氏
は
之
を
極
端

　
　
　

迄
ｙ
態
用
し
た
。
此
先
王
桐
謂
法
態
用
は
別
に
貞
人
を
手
掛
り
と

　
　
　

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

ト
俗
中
に
例
へ
ば
丙
寅
ト
賓
貞
、
翌
丁
卯
之
于
丁
の
如
く
某
某

（
干
支
）
卜
某
貞
云
云
の
文
が
習
見
す
る
。
卜
貞
間
の
某
は
多
く
一

字
で
あ
っ
て
、
従
前
は
或
は
官
名
、
或
は
地
名
と
解
し
、
定
論
が

無
か
っ
た
。
他
の
「
ト
在
向
貞
一
、
「
卜
在
浚
貞
」
の
如
き
浚
、
向
が

地
名
で
あ
る
場
合
と
明
ら
か
に
相
違
し
て
ゐ
る
か
ら
地
名
で
は
な

い
。
大
砲
四
版
に
は
勿
論
此
の
文
例
が
多
く
現
れ
、
大
砲
四
版
は

仝
部
卜
句
卯
ち
句
の
末
日
に
次
句
の
吉
凶
を
ト
す
る
の
僻
で
あ

り
、
然
も
ト
下
貞
上
某
学
は
賓
以
外
六
異
字
が
あ
り
、
事
類
と
も

考
へ
ら
れ
な
い
。
卜
餅
０
「
王
ト
貞
」
「
ト
王
貞
」
０
文
例
が
あ
り
、

之
を
王
の
親
卜
と
し
、
上
例
を
王
の
命
じ
た
貞
人
０
名
と
解
す
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
董
氏
は
後
「
帚
矛
誕
」
〔
安
陽
変
掘
報
告

第
四
期
（
民
國
二
十
二
年
）
〕
に
於
て
、
獣
肩
押
骨
の
骨
臼
の
部
に

刻
せ
ら
れ
た
文
章
は
内
容
よ
り
し
て
ト
耐
で
は
な
く
、
王
よ
り
矛

を
臣
下
、
或
は
地
方
に
発
給
し
た
記
事
の
文
で
あ
り
、
－
之
は
最

近
は
必
ら
ず
し
も
記
事
文
の
み
で
な
い
と
す
る
唐
蘭
の
反
駁
（
國

學
季
刊
）
が
あ
る
が
Ｉ
そ
の
内
に
所
謂
貞
人
と
同
学
が
多
く
我
見

さ
れ
る
か
ら
貞
人
は
単
に
ト
官
た
る
に
止
ら
ず
、
叉
史
官
で
あ
る

と
誕
い
て
ゐ
る
。

　

若
し
卜
下
貞
上
の
一
字
が
貞
人
帥
史
官
名
な
り
と
す
れ
ば
、
貞

卜
を
質
際
に
行
ひ
そ
の
卜
僻
を
刻
し
た
貞
人
の
名
に
よ
り
ｙ
、
卜
餅

の
時
代
が
定
め
ら
れ
る
。
特
に
大
砲
四
版
の
如
き
大
版
に
は
多
数
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の
異
れ
る
貞
人
が
現
れ
る
が
故
に
、
之
等
の
多
数
の
ト
官
が
同
一

　
　
　

時
代
に
易
す
る
を
知
る
。
此
同
時
代
卜
人
組
み
合
せ
を
多
く
の
ｔ

　
　
　

１
　
に
求
め
、
之
と
前
述
０
王
國
維
の
見
出
し
た
先
王
将
謂
に
よ
る

　
　
　

年
代
決
定
と
結
合
さ
せ
る
な
ら
ぼ
、
茲
に
諸
の
貞
人
の
時
代
決
定

　
　
　

が
出
来
、
こ
の
貞
人
を
標
準
と
し
て
、
多
く
の
ト
僻
の
時
代
が
決
定

　
　
　

出
来
る
で
あ
ら
う
。
董
作
賓
は
か
く
し
て
、
賓
・
章
・
亘
等
十
一

　
　
　

人
を
武
丁
時
代
、
大
・
族
・
卸
・
行
・
兄
等
六
人
を
次
の
咀
庚
・

　
　
　

組
甲
時
代
、
彭
・
尤
等
四
人
を
凛
辛
庚
丁
時
代
、
貞
人
名
を
全
く

　
　
　

記
せ
ざ
る
武
乙
文
丁
時
代
、
王
親
ト
時
代
０
帝
乙
帝
辛
時
代
と
の

　
　
　

五
期
に
分
っ
た
。

　
　
　
　

「
甲
骨
文
断
代
研
究
」
は
以
上
を
根
本
と
し
て
、
倚
坑
位
、
帥
ち

　
　
　

殷
墟
よ
り
の
甲
骨
の
出
土
の
状
態
の
開
係
、
或
十
干
十
二
支
を
始

　
　
　

め
文
字
の
字
形
の
仰
遷
、
或
は
卜
餅
に
使
用
せ
ら
れ
る
吉
凶
を
記

　
　
　

す
る
慣
用
句
そ
の
他
用
語
の
差
違
、
又
刻
せ
ら
れ
た
文
字
の
書
曼

　
　
　

の
鍵
化
等
が
、
悉
く
此
の
貞
人
先
王
将
謂
を
標
準
と
す
る
五
期
孤

　
　
　

分
に
適
合
す
る
こ
と
を
、
多
く
の
賞
例
を
學
げ
て
説
明
し
て
ゐ
る
。

　
　
　

董
氏
は
之
に
よ
っ
て
甲
骨
文
は
正
確
に
時
代
が
決
定
さ
れ
、
年
代

　
　
　

的
£
五
期
の
槽
架
に
分
ち
整
理
さ
れ
た
と
自
将
し
、
顧
韻
剛
氏
Ｏ

Ｍ

　
　

所
謂
古
代
の
僧
案
た
る
甲
骨
文
の
研
究
は
そ
の
第
一
歩
０
工
作
を

Ｉ

　
　

踏
み
出
し
た
・

　

董
作
賓
氏
の
最
初
の
「
大
砲
四
版
考
課
」
に
於
て
貞
人
誕
を
提

唱
し
た
営
初
」
、
そ
の
ト
下
貞
上
の
一
字
が
ト
人
名
な
り
と
の
論
鐙

は
上
来
の
引
用
に
も
見
ら
る
ｙ

賞
な
謐
攘
を
有
せ
ぬ
推
測
に
過
ざ
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
之
に
疑
問

を
抱
く
も
の
崔
潤
絡
氏
の
「
大
砲
四
版
考
課
」
〔
質
疑
燕
京
學
報
十

四
〕
陳
君
憲
氏
０
「
貞
人
質
疑
」
〔
國
立
中
山
大
學
文
史
學
研
究
所

月
刊
ニ
ノ
ー
〕
０
如
き
を
績
出
し
た
。
崔
氏
は
卜
下
貞
上
の
一
字

は
、
貞
人
名
に
非
ず
卜
の
兆
の
名
拐
な
ら
ん
と
し
、
陳
氏
は
卜
辞

は
王
事
に
し
て
史
官
と
官
の
名
を
記
す
る
故
な
し
と
論
じ
た
。

　

然
る
に
董
氏
の
大
著
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」
が
出
る
に
及
ん

で
、
そ
の
稿
本
を
噌
ら
れ
た
郭
沫
若
氏
は
一
讃
そ
の
所
論
に
服
し

直
ち
に
貞
人
二
三
を
補
充
し
て
、
印
刷
営
に
成
ら
ん
と
す
る
「
ト

僻
通
纂
」
序
文
に
絶
賛
の
辞
を
述
べ
た
を
始
め
、
臭
其
昌
氏
も

「
殷
虚
書
契
前
編
解
詰
」
（
文
哲
季
刊
ニ
ノ
ー
）
に
於
い
て
貞
人
脆

を
其
借
採
用
し
て
ゐ
る
。
昭
和
九
年
筆
者
が
北
乎
で
Ｉ
タ
在
平
金

石
學
者
、
唐
蘭
、
徐
中
舒
、
劉
節
、
臭
其
昌
の
諸
氏
に
面
悟
し
た

際
に
董
氏
０
大
著
に
對
す
る
意
見
を
求
め
た
が
、
一
座
共
に
董
氏

の
脆
に
賛
成
な
る
旨
を
答
へ
ら
れ
た
。

　

甲
骨
文
編
の
著
者
、
孫
海
波
氏
が
「
甲
骨
断
代
研
究
」
中
の
謬

誕
を
訂
し
て
「
卜
僻
断
代
之
探
討
」
の
一
文
を
草
す
る
０
意
あ
り
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と
云
っ
た
が
、
〔
燕
京
學
報
十
七
、
「
ト
僻
歴
法
小
記
」
中
の
記
事

に
よ
る
〕
今
応
至
る
も
肯
そ
の
公
表
に
至
ら
な
い
現
に
、
所
謂
謬

誕
が
、
董
氏
の
論
文
の
根
本
的
な
る
訣
陥
を
指
す
の
か
、
然
ら
歩

し
て
部
分
的
の
問
題
に
止
る
か
詳
に
し
得
な
い
。
「
甲
骨
断
代
研

究
例
」
０
極
め
て
大
謄
な
研
究
法
、
然
も
多
岐
に
亘
っ
た
議
論
は

細
部
０
甲
骨
文
資
料
の
使
用
、
或
は
解
讃
の
際
に
少
が
ら
ぬ
訣
鮎

を
蔵
し
て
ゐ
る
こ
と
は
董
氏
も
自
認
す
る
處
で
あ
ら
う
。
然
し
凡

そ
、
或
る
新
學
脆
、
殊
に
新
研
究
方
法
の
営
否
は
、
軍
な
る
蓋
然

的
な
論
議
、
或
は
新
學
誕
の
論
路
０
方
法
、
の
細
部
理
論
構
成
Ｏ

み
の
批
判
で
は
決
せ
ら
れ
ぬ
。
窮
局
に
は
そ
０
研
究
方
法
が
、
果

し
て
実
際
に
適
用
し
て
多
産
な
學
的
成
果
を
畢
げ
得
る
か
否
か
に

重
鮎
が
係
っ
て
ゐ
る
。
王
國
維
氏
の
殷
先
王
世
系
の
研
究
が
、
近
。

出
り
甲
骨
資
料
に
徴
し
て
益
々
確
詮
さ
れ
行
く
が
如
き
は
そ
の
適

例
で
あ
る
。
董
氏
の
「
大
砲
四
版
考
祥
」
に
提
出
し
た
「
貞
人
誕
」

は
「
断
代
研
究
例
」
に
於
て
甲
骨
文
断
代
研
究
の
基
準
と
な
り
、
字

形
、
文
法
、
１
　
贈
其
他
の
多
方
面
の
賞
例
に
帥
し
て
極
め
て
豊
富

な
結
果
を
得
、
叉
多
く
０
一
流
の
甲
骨
學
者
が
之
を
態
用
し
て
好

果
を
得
て
ゐ
る
こ
と
に
徴
し
て
、
甲
骨
噺
代
整
理
の
方
法
と
し
て

極
め
て
多
産
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
質
で
あ
る
。
そ
の
貞

人
脆
の
批
判
は
甲
骨
整
理
の
方
法
と
し
て
適
切
か
否
か
に
重
大
問

題
が
あ
る
が
、
同
時
代
の
貞
人
群
は
、
多
く
０
既
音
表
或
は
新
出

の
甲
骨
に
於
て
も
常
に
共
在
し
、
別
時
代
Ｑ
者
が
混
在
す
る
例
は

狗
提
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
し
。
先
王
搦
謂
法
と
の
連
絡
に
開
し
て

も
、
金
阻
同
が
指
摘
し
た
二
三
の
黙
を
（
殷
虚
ト
１
　
講
話
）
除
い

て
、
倚
全
面
的
矛
盾
を
摘
殺
し
た
者
あ
る
を
聞
か
な
い
。
ト
下
貞

上
の
一
字
が
兆
な
り
と
す
る
眉
氏
脱
の
如
き
、
大
砲
四
版
以
外
に

廣
く
適
刑
し
得
る
か
、
そ
の
後
の
所
論
を
見
な
い
が
、
そ
の
不
通

り
誕
た
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

已
に
述
べ
た
如
く
現
代
の
支
那
甲
骨
學
界
は
極
め
て
多
事
で
あ

り
、
新
論
文
の
雑
誌
等
に
登
載
せ
ら
れ
る
も
の
陸
績
と
し
て
、
全

般
に
亘
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
限
ら
れ
・
だ
紙
面
で
は
不
可
能
で
あ

る
。
本
文
に
は
王
國
維
氏
の
浚
後
梢
沈
滞
し
た
學
界
に
、
一
の
大

衝
動
を
輿
へ
た
董
氏
の
「
貞
人
脆
」
「
断
代
研
究
」
の
試
み
を
中
心

と
し
て
論
じ
た
。
現
代
の
甲
骨
學
は
一
面
に
於
て
は
新
論
著
の
汎

濫
に
よ
り
全
般
の
見
透
し
が
困
難
な
鴛
、
新
に
此
の
道
に
入
ら
ん

と
す
る
も
の
を
困
惑
せ
し
む
る
が
如
く
見
え
る
。
然
し
他
面
に
於

て
は
、
好
參
考
書
の
続
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
學
習
は
非
常
に
容
易

に
な
っ
た
と
も
云
へ
る
。
光
輝
あ
る
先
発
者
を
有
す
る
我
學
界

が
、
水
に
入
ら
す
し
て
水
泳
を
學
ぽ
ん
と
す
る
の
愚
を
な
亙
ア
、

成
心
と
行
き
掛
り
を
捨
て
ｘ
研
究
を
行
へ
ば
、
斯
學
の
隆
盛
』
一
朝
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肥
期
す
ぺ
き
■
^
の
が
も
ら
う
。
董
作
賓
氏
句
断
代
研
究
法
の
如
き

も
異
日
我
が
學
界
に
於
て
、
更
に
根
本
的
な
桧
討
が
埓
さ
れ
る
日

が
あ
ち
う
。
そ
の
方
法
の
雷
否
は
問
題
と
し
て
も
、
現
代
の
甲
骨

學
は
此
の
研
究
法
を
閑
却
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
凡
て
は
之

か
ら
殺
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
筆
者
が
忽
忙
の
際
短
時
日
に
禿

筆
を
呵
し
た
微
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

（
十
一
月
十
八
日
稿
）

　
　

諒

　
　

①
王
國
維
哉
廊
堂
殷
虚
文
字
考
祁
に
よ
ろ
。

　
　

⑧
前
掲
董
作
賓
「
甲
骨
年
表
」
所
説
。

　
　

③
羅
振
玉
の
「
五
十
日
夢
痕
録
」
〔
雪
堂
叢
刻
所
牧
〕
は
こ
の
見
聞
録
で

　
　
　

め
る
。

　
　

④
殷
戚
の
竟
掘
の
首
初
に
於
て
す
ら
、
肯
支
那
考
古
學
者
は
股
虚
逍
跡

　
　
　

自
身
の
科
學
的
泄
掘
を
行
ふ
の
計
劃
も
意
志
も
有
ざ
ず
、
単
に
甲
骨

　
　
　

の
資
俐
の
み
を
念
願
と
し
む
。
之
は
安
陽
発
掘
報
告
を
讃
め
ぼ
直
ち

　
　
　

に
了
解
し
得
ろ
處
で
あ
り
、
叉
李
済
氏
も
自
認
し
て
ゐ
ろ
。
〔
「
中
央

　
　
　

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
尊
刊
十
三
、
田
野
報
告
序
」
（
民
國
二
十
五

　
　
　

年
）
〕

　
　

⑧
餓
雲
蔵
ぬ
自
序
。

　
　

④
孫
詩
譲
「
契
文
挙
例
叙
」
。

　

。
⑦
同
上
、
鬼
紳
第
四
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　

追
記

　
　
　

本
論
文
脆
稿
の
際
註
⑦
引
用
の
「
中
央
研
究
院
田
野
報
告
」
を
手
に

　
　
　

し
、
董
作
賓
の
「
安
陽
侯
家
荘
出
土
之
甲
骨
文
字
」
の
篇
の
収
め
K
i
＼

　
　
　

ろ
ｙ
を
見
ｖ
l
。
そ
の
輪
廓
は
氏
の
「
我
在
最
近
」
（
考
古
第
三
期
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　

Ｆ

　
　
　
　
　

―

　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

巳
知
の
處
で
ゐ
つ
む
が
。
侯
家
荘
新
出
土
の
大
愈
七
版
の
考
秤
で
、

新
に
第
三
期
第
五
期
の
噴
大
の
贅
襲
略
層
勿
し
む
。
そ
の
紹
介
は
他

日
に
譲
ゐ
。

ｉ
‘
－
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　

タ
カ
チ
氏
の
講
演

　

今
春
来
日
本
滞
在
中
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
ツ
ー
ホ
ツ

プ
博
物
館
長
フ
ォ
ン
ー
タ
カ
チ
氏
は
、
十
月
廿
六
日
夜
京
都

褐
逸
文
化
研
究
所
に
於
て
「
ア
ル
ベ
ル
ト
ー
フ
ォ
ン
ー
ル
コ

ツ
ク
氏
０
中
央
ア
ジ
ア
変
掘
と
、
そ
の
東
西
雨
ア
ジ
ア
蔀
術

史
に
對
す
る
意
義
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
要
旨

は
古
い
中
央
ア
ジ
ア
０
蓼
術
に
は
ギ
リ
シ
ア
ー
イ
ラ
ン
等
の

西
方
的
要
素
が
濃
厚
に
現
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
九
世
紀

以
後
に
な
る
と
逆
に
東
方
の
支
那
鄙
術
の
影
響
が
強
く
現
は

れ
出
る
に
至
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
。
ツ
ル
フ
ア
ン
附
近
で

我
見
さ
れ
た
数
種
の
壁
書
に
用
ひ
ら
れ
た
手
法
は
全
く
唐
Ｏ

災
道
子
０
そ
れ
に
変
源
す
る
も
の
な
る
事
を
幻
燈
に
依
っ
て

仔
細
に
脆
い
た
。

　

な
ほ
こ
の
講
演
に
先
だ
っ
て
羽
田
博
士
の
故
ル
コ
ツ
ク
氏

の
追
憶
談
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
枝
記
）

, -Ｗ-
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